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生活習慣は、食習慣に関する 17 項目、運動習慣の 11
項目を含む調査票を学童が自宅に持ち帰り保護者と共
に選択回答した後、養護教諭が点検したものを用いた。
統計学的検討には、student の t-test、χ 2-test 用い、
p<0.05 を有意差あり、とした。
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の BMI の値 15.8 ± 0.6 は「欠食が殆どなし」の者の値
17.8 ± 2.3 に比べて有意に低かった。他の食事習慣の頻
度とOI,BMI の間には有意な関連は認められなかった。
　以上の結果、小５学童では、「欠食」の頻度が高い「毎




までの 11 項目であり、各項目の頻度別の OI,BMI の値
について比較検討した（表３）。
　その結果、「屋外でよく遊ぶ」に「いいえ、どちらで
もない」と回答した者のOI は 14.2 ± 16.3、同項目に「は
い」の者の値 2.6 ± 11.8 に比べ、有意に高い値であった。
また、「運動が好き」に対し、「いいえ、どちらでもない」
の者のOI 値 13.0 ± 15.5 は、同項目の「はい」の者の値




































までの 17 項目であり、各項目の頻度別の OI,BMI の値
について比較検討した（表６）。
　その結果、「食事時間」が「不規則」な者のOI 値 24.3










もない」と回答した者の OI は 20.3 ± 16.1、「はい」の
者の値 17.7 ± 14.3 に比べ、有意に高い値であった。ま
た、「敏捷」に対し、「いいえ、どちらでもない」の者の























































態では CETP の産生が促進される結果、HDLC が低下
すると推測される。一方、HDLCの上昇には、運動 ,コ














































る学童の BMI 値 15.8 ± 0.6 は欠食していない学童の値
17.8 ± 2.3 に比べ、低い値ではあったが、いずれも BMI

















２．小５男児で「毎日１回 ,週 2,3 回欠食」している者
の BMI の値 15.8 ± 0.6 は「欠食を殆どなし」の者の
値17.8 ± 2.3 に比べて有意に低かった。
３．小５男児のうち、「屋外でよく遊ぶ」に「いいえ、
どちらでもない」と回答した者の OI は 14. 2 ± 16. 3、
「はい」の者の値は 2. 6 ± 11. 8 と有意に高い値であっ
た。また、「運動が好き」に対し、「いいえ、どちら
でもない」の者の OI 値 13. 0 ± 15. 5 は「はい」の者












の者の値は 17. 7 ± 14. 3 と有意に高い値であった。ま
た、「敏捷」に対し、「いいえ、どちらでもない」の
者の BMI 値 20. 4 ± 2. 6 は「はい」の者の値 18. 6 ±
2.0 に比べて有意に高い値であった。
７．要観察者の肥満群では、「食事時間」が「不規則」
な者の OI 値 24. 3 ± 9. 3 は「規則」的である者の値
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